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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第69期
第２四半期
累計期間

第69期
第２四半期
会計期間

第68期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 11,524,0945,750,73322,886,675

経常利益 (千円) 751,222 350,7552,110,421

四半期(当期)純利益 (千円) 317,157 44,2751,428,859

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 1,160,6551,160,655

発行済株式総数 (株) ― 8,832,3118,832,311

純資産額 (千円) ― 16,100,80315,908,897

総資産額 (千円) ― 19,384,29418,702,486

１株当たり純資産額 (円) ― 1,832.991,811.06

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 36.11 5.04 162.66

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 15.00 15.00 30.00

自己資本比率 (％) ― 83.1 85.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 759,112 ― 2,045,840

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △637,893 ― △1,829,894

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △131,755 ― △395,296

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 2,576,9822,587,519

従業員数 (名) ― 307 282

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移

については、記載しておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社の重要性が乏しいため記載を省略しております。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　従業員数は就業人員数を表示しております。

５　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はあり

ません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 307

(注)　従業員数は就業人員数であります。 
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 生産金額(千円)

液体調味食品 897,637

粉粒体食品 1,116,577

チルド食品 1,124,812

即席麺 1,824,857

合計 4,963,884

(注) １　生産金額は販売価格により算出しております。
(算式)　　売上高÷売上数量×生産数量

２　生産実績には、見本品等を含んでおります。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 商品仕入実績
　

事業部門 金額(千円)

冷凍魚ほか 691,210

合計 691,210

(注) １　金額は仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注状況

当社は、液体調味食品及び粉粒体食品については見込み生産であり、粉粒体食品の一部、チルド食品及

び即席麺については東洋水産㈱からの受託製造であります。
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(4) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 販売金額(千円)

製品

液体調味食品 906,386

粉粒体食品 1,163,363

チルド食品 1,124,718

即席麺 1,806,300

小計 5,000,769

商品 冷凍魚ほか 736,532

小計 736,532

倉庫収入 13,431

小計 13,431

合計 5,750,733

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

当第２四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％)

東洋水産㈱ 4,417,720 76.8

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

特記すべき事項はありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1)経営成績の分析

当第２四半期会計期間におけるわが国の経済は、サブプライムローン問題による米国経済の減速、原油

高に伴う原材料価格の上昇により景気の減速感が一層強まり、先行き不透明な状況で推移しました。食品

業界におきましては、消費者の節約意識の高まり、食品の偽装問題から食の安心・安全に対する不信感な

ど、厳しい経営環境で推移しました。

このような状況の中で、当第２四半期会計期間の売上高は5,750百万円、営業利益は321百万円、経常利

益は350百万円、四半期純利益は44百万円となりました。

　事業部門別の実績は次の通りであります。

　液体調味食品部門は、中国製品の安全性の問題で業務用調味液の売上が大きく減少し、売上高は906百万

円となりました。

　粉粒体食品部門は、顆粒製品の受託が順調に推移し、また、新規製造のレトルト米飯が寄与し、機能性食

品の受託の落ち込みをカバーし、売上高は1,163百万円となりました。

　チルド食品部門は、昨年に比べ早い時期より「冷し生ラーメン」が好調に推移し、売上高は1,124百万円

となりました。

　即席麺部門は、８月からフライ麺の袋麺が製造開始しましたが、カップ麺が１月からの価格改定により

消費者の買い控えや、販売価格の安いＰＢ製品に押され、ＮＢ製品全体が厳しい販売状況にあり、ノンフ

ライカップ麺の売上が落ち込んだ結果、売上高は1,806百万円となりました。

　冷凍魚ほか部門は、736百万円となりました。

　倉庫収入は、13百万円となりました。

　

(2)財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における総資産は19,384百万円となり、前事業年度末に比べ681百万円増加し

ました。流動資産では現金及び預金が49百万円、受取手形及び売掛金が176百万円、商品及び製品が65百万

円、原材料及び貯蔵品が36百万円増加しました。また、固定資産では機械及び装置が205百万円、投資その

他の資産が35百万円増加しました。

　負債の部は3,283百万円となり、前事業年度末に比べ489百万円増加しました。流動負債では、支払手形及

び買掛金が139百万円、未払法人税等が155百万円、その他の流動負債が267百万円増加し、固定負債では役

員退職慰労引当金が71百万円減少しました。

　純資産の部は16,100百万円となり、主に利益剰余金などが増加し、191百万円の増加となりました。
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(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、2,576百万円となり

ました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期会計期間において営業活動により得られた資金は、464百万円となりました。主な要因は、

減価償却費178百万円及び投資有価証券評価損248百万円の計上によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期会計期間において投資活動により使用した資金は、363百万円となりました。なお、投資活

動による主な支出は、有形固定資産の取得による支出であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期会計期間において財務活動の結果使用した資金は、19百万円となりました。なお、財務活

動による主な支出は、配当金の支払によるものであります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

(5)研究開発活動

当第２四半期会計期間の研究開発費の総額は40百万円であります。

EDINET提出書類

ユタカフーズ株式会社(E00465)

四半期報告書

 7/25



第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、

完了したものは、次のとおりであります。

①　本社工場の即席麺製造設備については、平成20年８月に完了いたしました。これに伴う生産能力の

増加はありません。

②　鳥取工場の粉粒体食品製造設備については、平成20年７月に完了いたしました。これに伴う生産能

力は、10％増加する見込みです。

なお、当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。

　

　

EDINET提出書類

ユタカフーズ株式会社(E00465)

四半期報告書

 8/25



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,000,000

計 35,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,832,311 8,832,311

東京証券取引所
（市場第二部）
名古屋証券取引所
（市場第二部）

―

計 8,832,311 8,832,311― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年９月30日 － 8,832 － 1,160,655 － 1,160,652
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東洋水産株式会社 東京都港区港南２－13－40 3,533 40.01

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 824 9.33

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 397 4.50

株式会社榎本武平商店 東京都江東区新大橋２丁目５－２ 210 2.37

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１丁目26－１ 165 1.86

ビービーエイチ　フォー　フィデ
リティー　ロープライス　ストッ
ク　ファンド
（常任代理人　三菱東京ＵＦＪ銀
行決済事業部）

40　ＷＡＴＥＲ　ＳＴＲＥＥＴ　ＢＯＳＴＯＮ　
ＭＡ　０２１０９　Ｕ．Ｓ．Ａ
（東京都千代田区丸の内２丁目７番１号）

142 1.61

ユタカフーズ従業員持株会 愛知県知多郡武豊町字川脇34番地－１ 119 1.35

バンク　オブ　ニューヨーク　ジー
シーエム　クライアント　アカウ
ンツ　イー　エル　アールジー
（常任代理人　三菱東京ＵＦＪ銀
行決済事業部）

ＣＩＴＹＧＲＯＵＰ　ＣＥＮＴＲＥ．ＣＡＮ
ＡＤＡ　ＳＱＵＡＲＥ．ＣＡＮＡＲＹ　ＷＨＡ
ＲＦ　ＬＯＮＤＯＮ　Ｅ１４　５ＬＢ．　ＵＮＩ
ＴＥＤ　ＫＩＮＧＤＯＭ
（東京都千代田区丸の内２丁目７番１号）

107 1.22

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 101 1.14

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 101 1.14

計 ― 5,704 64.59

(注)　上記所有株式のうち、信託業務に係るものは以下のとおりであります。

　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　　　　824千株

　日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　　　397 〃
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　　48,300

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,770,700 87,707 ―

単元未満株式 普通株式　　13,311 ― ―

発行済株式総数 8,832,311― ―

総株主の議決権 ― 87,707 ―

　

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ユタカフーズ株式会社

愛知県知多郡武豊町字川
脇34番地の１

48,300 ― 48,300 0.5

計 ― 48,300 ― 48,300 0.5

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

最高(円) 1,5001,4311,4881,5241,5351,538

最低(円) 1,3001,3361,3601,4701,4401,280

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関

する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第６条第１項第５号の

ただし書きにより、改正後の四半期財務諸表等規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間(平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係

る四半期財務諸表について、監査法人朝見会計事務所により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高等からみて、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理

的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　資産基準　　　　　　　1.1％

　売上高基準　　　　　　0.4％

　利益基準　　　　　　　1.9％

　利益剰余金基準　　　　0.1％

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,870,982 2,821,519

受取手形及び売掛金 2,370,287 2,194,061

商品及び製品 407,239 341,961

仕掛品 17,516 14,352

原材料及び貯蔵品 305,641 268,836

関係会社短期貸付金 6,000,000 6,000,000

その他 148,895 128,533

貸倒引当金 △8,409 △8,231

流動資産合計 12,112,154 11,761,031

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,638,695 2,644,836

機械及び装置（純額） 2,084,829 1,879,110

その他（純額） 1,099,294 1,004,905

有形固定資産合計 ※1
 5,822,819

※1
 5,528,852

無形固定資産 13,878 12,232

投資その他の資産

その他 1,435,441 1,400,477

貸倒引当金 － △107

投資その他の資産合計 1,435,441 1,400,369

固定資産合計 7,272,139 6,941,454

資産合計 19,384,294 18,702,486

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,647,694 1,508,045

未払法人税等 284,500 129,500

賞与引当金 124,997 114,439

役員賞与引当金 13,290 18,140

その他 618,470 350,963

流動負債合計 2,688,952 2,121,088

固定負債

退職給付引当金 560,053 566,914

役員退職慰労引当金 34,486 105,586

固定負債合計 594,539 672,500

負債合計 3,283,491 2,793,588
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,160,655 1,160,655

資本剰余金 1,160,652 1,160,652

利益剰余金 13,815,582 13,630,189

自己株式 △62,243 △61,725

株主資本合計 16,074,647 15,889,772

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 26,156 19,125

評価・換算差額等合計 26,156 19,125

純資産合計 16,100,803 15,908,897

負債純資産合計 19,384,294 18,702,486
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 11,524,094

売上原価 10,406,041

売上総利益 1,118,052

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 134,872

賞与引当金繰入額 16,551

役員賞与引当金繰入額 13,290

退職給付費用 7,791

役員退職慰労引当金繰入額 4,200

貸倒引当金繰入額 127

その他 269,701

販売費及び一般管理費合計 446,533

営業利益 671,519

営業外収益

受取利息 35,190

受取配当金 30,844

雑収入 15,227

営業外収益合計 81,262

営業外費用

賃貸費用 1,528

雑支出 30

営業外費用合計 1,558

経常利益 751,222

特別利益

投資有価証券売却益 585

特別利益合計 585

特別損失

固定資産除売却損 9,712

投資有価証券評価損 248,721

特別損失合計 258,434

税引前四半期純利益 493,373

法人税、住民税及び事業税 283,159

法人税等調整額 △106,943

法人税等合計 176,216

四半期純利益 317,157
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 5,750,733

売上原価 5,209,902

売上総利益 540,831

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 67,030

賞与引当金繰入額 11,005

役員賞与引当金繰入額 7,200

退職給付費用 3,895

役員退職慰労引当金繰入額 2,175

貸倒引当金繰入額 266

その他 127,697

販売費及び一般管理費合計 219,271

営業利益 321,560

営業外収益

受取利息 18,698

受取配当金 382

雑収入 10,544

営業外収益合計 29,625

営業外費用

賃貸費用 399

雑支出 29

営業外費用合計 429

経常利益 350,755

特別損失

固定資産除売却損 8,150

投資有価証券評価損 248,721

特別損失合計 256,872

税引前四半期純利益 93,883

法人税、住民税及び事業税 195,525

法人税等調整額 △145,917

法人税等合計 49,607

四半期純利益 44,275
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 493,373

減価償却費 336,871

貸倒引当金の増減額（△は減少） 70

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,558

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,850

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,860

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △71,100

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 248,721

投資有価証券売却損益（△は益） △585

有形固定資産売却損益（△は益） 2,077

有形固定資産除却損 7,634

受取利息及び受取配当金 △66,035

売上債権の増減額（△は増加） △176,226

たな卸資産の増減額（△は増加） △105,248

仕入債務の増減額（△は減少） 139,648

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,739

長期前払費用の増減額（△は増加） 4,911

その他の流動資産の増減額（△は増加） △10,564

その他の流動負債の増減額（△は減少） 11,184

小計 809,842

利息及び配当金の受取額 66,429

法人税等の支払額 △117,159

営業活動によるキャッシュ・フロー 759,112

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △196,000

定期預金の払戻による収入 136,000

有形固定資産の取得による支出 △391,873

有形固定資産の売却による収入 1,795

無形固定資産の取得による支出 △3,585

投資有価証券の取得による支出 △189,472

投資有価証券の売却による収入 948

その他の支出 △722

その他の収入 5,015

投資活動によるキャッシュ・フロー △637,893

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △131,237

自己株式の純増減額（△は増加） △517

財務活動によるキャッシュ・フロー △131,755

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △10,536
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

現金及び現金同等物の期首残高 2,587,519

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,576,982
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

会計処理の原則及び手続の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第
１四半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方
法）に変更しております。
　これによる当第２四半期累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響額は
軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

有形固定資産の耐用年数の変更

当社の機械及び装置については、従来、耐用年数を９～10年としておりましたが、第１四半期会計期間より10年
に変更しました。
　この変更は、税制改正を契機として経済的耐用年数を見直したものであります。
　これにより、当第２四半期累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益は、それぞれ
17,889千円増加しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　9,726,903千円

２　青島味豊調味食品有限公司の金融機関からの借入
金（20,714千円）に対して、債務保証を行っており
ます。

※１　有形固定資産の減価償却累計額　9,515,957千円

２　青島味豊調味食品有限公司の金融機関からの借入
金（20,038千円）に対して、債務保証を行っており
ます。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,870,982千円

預入期間が３か月超の定期預金 △294,000〃

現金及び現金同等物 2,576,982千円
 

　

(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20

年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 8,832,311

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 48,392

　

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月25日
定時株主総会

普通株式 131,764 15.00平成20年３月31日 平成20年６月26日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月30日
取締役会

普通株式 131,758 15.00平成20年９月30日 平成20年12月４日 利益剰余金
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期会計期間におけるリース取引残高は前事業年度末と比べ著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）

その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年

度の末日に比べて著しい変動が認められます。

その他有価証券で時価のあるもの

区分
取得原価
(千円)

四半期貸借対照表
計上額(千円)

差額
(千円)

　　株式 895,577 939,091 43,513

合計 895,577 939,091 43,513

（注）　当第２四半期会計期間において、その他有価証券で時価のある株式について減損処理を行い、投資有価証券評価

損を248,721千円計上しております。

　なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合にはすべて減損処理を

行い、30～50％程度下落した場合には、回復可能性が認められる合理的反証がないかぎり減損処理を行うことを

社内基準により規定しております。

　

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準等からみて重要性の乏しい関

連会社であるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

1,832円99銭 1,811円06銭

(注)　１株当たり純資産の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 16,100,803 15,908,897

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) － －

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 16,100,803 15,908,897

普通株式の発行済株式数(株) 8,832,311 8,832,311

普通株式の自己株式数(株) 48,392 48,032

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株)

8,783,919 8,784,279

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期累計期間

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 36円11銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 317,157

普通株式に係る四半期純利益(千円) 317,157

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式の期中平均株式数(株) 8,784,146
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第２四半期会計期間

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 5円04銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 44,275

普通株式に係る四半期純利益(千円) 44,275

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式の期中平均株式数(株) 8,784,052

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

平成20年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関して、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・131,758千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・・・・・平成20年12月４日

（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載または記録された株主に対して、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月11日

ユタカフーズ株式会社

取締役会　御中

　

監　査　法　人　　　朝 見 会 計 事 務 所

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　今　　井　　清　　博　　印

　

業務執行社員 公認会計士　　山　　本　　真 由 美　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユタ

カフーズ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第69期事業年度の第２四半期会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ユタカフーズ株式会社の平成20年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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